
Rikkyo Global 24
―10年後、全学⽣を海外へ―

⽴教⼤学総⻑室次⻑ こあくつ まもる

国際化推進機構課⻑ 小圷 守

分科会B「派遣留学者数の増加に向けての取組み」
2015年7月8日（早稲田大学）
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１．Rikkyo Global 24
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■140年に及ぶリベラルアーツ教育、先進的なリーダーシップ教育
■欧米のリベラルアーツ大学とのネットワークと対話

「カリキュラム」の改革

RIKKYO GLOBAL 24

●『グローバル教養副専攻』の開設

●『グローバル・リベラルアーツ

プログラム』（GLAP)の開設

「学⽣の意識」の改⾰

●『学びの技法』『学びの精神』の修得

●リーダーシップ・プログラムの正課外活動

への展開

「ガバナンス」の改革

●総⻑のリーダーシップによるガバナンス ●国際通⽤性のある⼈事・研修制度

●教育の質保証 ●⼊試制度改革

●教育情報の徹底的な公表
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GLAP
グローバル・リベラ
ルアーツプログラム
2017年度〜
学部を選ばず入学
チュートリアル教育
留学⽣と寮⽣活
英語による授業
Liberal Arts
Collegeへの留学

専門教育

グローバル教養副専攻（留学等の海外体験必須）2016年度〜

全学共通
カリキュ
ラム

言語教育
異⽂化
理解

正課外・

キャリア
教育

Arts & Science Course ： Citizenship・Arts・Environment

Discipline Course : 学部や研究機関の提供科目が中心

Language & Culture Course : 多様な言語科目郡が中心

現状の教育プログラム



１．Rikkyo Global 24

■育成する人材像 専⾨性に⽴つグローバル教養人

「⾃ら考え、⾏動し、世界と共に⽣きることのできる」

新しいグローバルリーダーの輩出。

■⽴教⼤学国際化戦略24の取り組み
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Project 01-06 海外への学生派遣の拡大

Project 07-12 外国⼈留学⽣の受け⼊れの拡⼤

Project 13-18 教育・研究環境の整備

Project 19-24 国際化推進ガバナンスの強化



・国際化推進の統括（数値⽬標設定・管理）
・海外拠点や連携機関等との調整
・国際的認知度向上のための施策⽴案等

部 ⻑ 会

総 ⻑

海外拠点
・韓国 （2014〜）
・ロンドン （2014〜）
・ニューヨーク （2014〜）
・中国 （2015〜）
・ASEANジャカルタ（2015〜）

事務局

グローバル教育
センター

国際センター

各学部・研究科等
国際化推進会議
（議⻑：総⻑）

日本語教育
センター

部⻑または副部⻑

国際センター
サポーター委員会

国際化推進機構
（機構運営会議）

機構⻑＋3センター⻑

国際化推進機構⻑
（国際化推進担当副総⻑））

２．国際化推進機構

国際化推進機構
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2013
年度

2016
年度

2019
年度

2023
年度

学生の
送出し

20〜25%
の学生

→
30%
の学生

→
50%
の学生

→
全学生
100%

留学⽣の
受入れ

750人 → 1,000人 → 1,500人 → 2,000人

海外協定校数 123大学 → 150大学 → 210大学 → 300大学

英語試験の入試
活用

入学定員
の1.3%

→
入学定員
の10.0%

→
入学定員
の50.0％



４．海外留学プログラム
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全学生対象
世界60校協定校
期間：1年
授業料免除

①大学間協定
派遣留学

全学生対象

アメリカ
期間：半期、1年
授業料⾮免除

②大学間協定
留学プログラム

全学生対象
アメリカ、カナダ、
オーストラリア、
アイルランド
期間：3･4週間

③短期語学研修

当該学部生対象
期間：2〜4週間、
⻑期(半期、1年)

④各学部
留学プログラム

米国、ドイツ、フ
ランス、スペイ
ン、中国、韓国
期間：2〜4週間

⑤全学共通ｶﾘｷｭﾗﾑ
海外研修

全学生対象
個⼈の私費留学を
支援
期間：３ヵ月以上

⑥認定校留学
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国際化推進機構
全学共通カリキュ

ラム
全学部 全体

派遣枠数 321 170 936 1427

参加人数 167 110 629 906
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４．海外留学プログラム
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□海外留学プログラムの問題

①海外留学プログラムの絶対数が不⾜

②海外留学プログラムに多様性が不⾜

③海外留学プログラムとカリキュラムの連携が希薄

④円安の影響で、海外留学プログラムが⾼騰

□学生の問題

①そもそも海外に興味がない

②学びたいことが⾒つからない

③就活に追われて多忙である

④経済的な問題がある

■学⽣の海外体験（留学）拡⼤に関わる課題



５．海外留学への⽀援
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STEP １ 大学全体

カリキュラムの改革

海外留学・体験の必須化
GLAP グローバル・リベラルアーツプログラム
グローバル教養副専攻

柔軟なアカデミックカレンダー
4半期科目の導入

STEP ２ 各学部・各部局

海外留学プログラム
国際交流協定校の拡⼤

国際化推進機構のプログラム拡大
各学部や全学共通カリキュラムのプログラム拡大
協定校開拓、特に聖公会の⼤学へアプローチ重視

STEP ３ 国際化推進の調整

国際化推進機構 拡⼤したプログラム・協定校等の交通整理を⾏う



５．海外留学への⽀援
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①学生への支援

②学部への支援

学⽣の意識改⾰
キャンパス内で⽇常的に国際交流を促進するイベン
トを開催し、異⽂化体験に興味を持たせる

語学試験への補助⾦
(1) TOEIC受験時の全額補助：無料で受験可能
(2) IELTS受験時の一部補助：1万円で受験可能

奨学⾦の新設（予定）
(1)⽴教グローバル奨学⾦新設（2016年度〜）
(2)成績優秀者留学⽀援奨学⾦新設（2016年度〜）

プログラム開発におけ
る人的支援

国際化推進機構所属の「教育研究コーディネー
ター」を派遣→機構のノウハウを学部へ還元

情報収集・提供
学部海外留学プログラムを設計段階から把握
→機構や他学部とのプログラムバッティング回避

国際化業務の負担軽減
（予定）

近い将来、国際化推進機構が共通業務を担う
→共通作業（旅⾏・保険・ビザ・危機管理）を代⾏


